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第７回事業報告会
（工事説明会）

令和５年10月
厚木愛甲環境施設組合

厚木市環境センター

圏央道

施設エリア

緑地のエリア

ごみ中間処理施設
完成イメージ



本日ご説明する内容

1

１ ごみ中間処理施設整備事業の概要
２ 施設整備の内容
３ 環境影響評価（環境アセス）事後調査
４ 事業スケジュール
５ 全体工事計画
６ 当面の工事予定



１ ごみ中間処理施設整備事業の概要
（１）厚木愛甲環境施設組合とは
（２）ごみ中間処理施設の整備
（３）市町村と組合の役割分担
（４）実施区域の位置
（５）実施区域の状況

（６）ごみ収集車の通行ルート
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１（１）厚木愛甲環境施設組合とは

① 平成10年３月に神奈川県が策定した「神奈川県ごみ処
理広域化計画」において、厚木市・愛川町・清川村の３
自治体が『厚木愛甲ブロック』として、ごみ処理広域化
に取り組むこととされました。
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② 県の計画を受け、一般廃棄物（ごみ）共同処理のため
の処理施設を整備・運営することを目的として、厚木
市・愛川町・清川村を構成市町村とする、『厚木愛甲環
境施設組合』を平成16年４月に設置しました。

③ 組合は、地方公共団体の組織及び運営に関する事項を
定めた地方自治法において、『一部事務組合』として、
地方公共団体の一つに位置付けられています。



１（２）ごみ中間処理施設の整備

現在の厚木市環境センターは、昭和62年の竣工で、稼働期間が
35年となり、老朽化が進んでいることから、施設の建替えが必要
な時期を迎えています。

廃棄物処理法に規定される廃棄物処理施設整備計画により、大
規模災害時でも稼働不能とならないよう対策が求められたことか
ら、施設整備に当たっては十分な耐震性を持たせるとともに、可
燃性災害廃棄物の円滑な処理のため、事業区域内に災害廃棄物一
時保管場所の設置を計画しています。
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① 整備の必要性

② 大規模災害への対応

なお、災害廃棄物一時保管場所は、平常時には皆さまの憩いの
場となるよう『緑地のエリア』として整備し、一般開放します。

令和７年12月の稼働を目指し、令和３年12月から
整備工事を進めています。



１（３）市町村と組合の役割分担

中 間 処 理 ごみ焼却施設と粗大ごみ処理施設を
新たに整備し、運営します。

灰の資源化 焼却処理後の灰は、民間企業を活用
して資源化します。

厚
木
愛
甲
環
境
施
設

組
合
の
役
割

収集・運搬

ごみの減量
化・資源化

ごみの減量化・資源化対策は、
各市町村の施策により実施されます。

収集・運搬は各市町村が行います。

厚
木
市
・
愛
川
町
・

清
川
村
の
役
割
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位置図の対象範囲

本厚木駅

１（４）実施区域の位置

約３km

厚木愛甲環境施設組合
ごみ中間処理施設建設地

凡 例

厚木愛甲環境施設組合ごみ中間処理施設建設地

国道（246号、129号、412号）

圏央道（自動車専用道路）

厚木秦野道路（自動車専用道路）（未整備）
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１（４）実施区域の位置

厚木市
環境センター

海
老
名
市

建設地

厚木市ふれあい
プラザ（建設中）
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相模川

厚木市環境センター

１

厚木市
ふれあいプラザ

建設地
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１（５）実施区域の状況

２
厚木市環境
センター

1

厚木市環境
センター

２



１（６）ごみ収集車の通行ルート

環境センター
入口交差点

市道B-31号線
→ 施設出入口

市道B-703号線
→ 施設出入口

県道601号
（酒井金田線）

凡 例

北側ルート

南側ルート
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２ 施設整備の内容
（１）施設整備の基本方針
（２）施設の概要
（３）厚木市環境センターとの比較
（４）排ガス濃度の自主規制値
（５）土地利用計画図
（６）見学者設備の特徴
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２（１）施設整備の基本方針

① 環境にやさしい施設
② 安全に配慮した施設
③ 安定稼働に優れた施設
④ 処理性能に優れた施設
⑤ 資源循環・エネルギー利用に優れた施設
⑥ 経済性に優れた施設
⑦ 周辺環境と調和する施設
⑧ 住民に愛される施設
⑨ 地域の防災拠点となる施設
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２（２）施設の概要

■建設場所
厚木市金田1610番地１ほか

■敷地面積
約 5.5 ha
① 施設エリア 約 1.8 ha
② 緑地のエリア 約 3.7 ha

■施設概要
① ごみ焼却施設 226ｔ／日（113ｔ／日×２炉）

処理方式・・・ストーカ式焼却炉※

② 粗大ごみ処理施設 12ｔ／日
③ 緑地のエリア（大規模災害時は災害廃棄物一時保管場所として使用）
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ストーカ式焼却炉
イメージ図

火格子

※ストーカ式焼却炉とは

火格子を並べた燃焼装置で、
炉の下部から燃焼空気を送り、
火格子が前後に動くことで、
ごみと空気が効率的に接触で
き、安定して燃焼させること
ができる方式です。



２（２）施設の概要

■構造規模
① 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）
② 階 数 地上６階建て、地下ピット階
③ 延べ面積 約14,４00 ｍ2

④ 煙突高さ 80 ｍ

■施設の特徴
① 最新の排ガス処理設備の導入により、厳しい自主規制値を設定
② 地震対策及び浸水対策を施した大規模災害に強い施設
③ 焼却灰の資源化を行い、リサイクルを推進
④ 高効率ごみ発電による再生可能エネルギーを活用
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２（３）厚木市環境センターとの比較

厚木市
環境センター

厚木愛甲環境施設組合
ごみ中間処理施設項 目

流動床式 焼却炉ストーカ式 焼却炉焼却方式

３２７ t／日２２６ t／日焼却能力

５０ t／日１２ t／日粗大ごみ
処理量

３ 炉２ 炉炉の数

５９ ｍ
（航空障害灯なし）

８０ ｍ
（航空障害灯あり）煙突高さ

埋立処分資源化焼却灰
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自主規制値法規制値単位項 目

0.005以下0.04以下g/m3N① ばいじん

10以下2427以下
(Ｋ値＝11.5)ppm② 硫黄酸化物 (SOx)

10以下430以下ppm③ 塩化水素 (HCL)

20以下250以下ppm④ 窒素酸化物 (NOx)

0.01以下0.1以下ng-TEQ/m3N⑤ ダイオキシン類 (DXNs)

30以下100以下ppm⑥ 一酸化炭素 (CO)

２（４）排ガス濃度の自主規制値

※一酸化炭素:「ごみに係るダイオキシン類発生防止等ガイドライン」新設のごみ焼却炉に係る対策基準値とします。
※水銀:平成30年4月1日施行「大気汚染防止法」により、新規施設の排出基準【30μg /Nm3】以下を遵守します。
※上記以外については、「神奈川県生活環境の保全等に関する条例」の規制基準を遵守します。

15



煙突（独立型）
高さ約80ｍ

敷地面積 約5.5ha

緑地のエリア
（災害廃棄物

一時保管場所）
約3.7ha

相模川

２（５）土地利用計画図

施設エリア
約1.8ha

緑地のエリアは、平常
時は皆さまの憩いの場で
すが、大規模災害が発生
した場合、可燃性の災害
廃棄物一時保管場所とし
て使用します。

駐車場（90台）

駐車場（56台）
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２（６）見学者設備の特徴

■ 主な特徴
① ごみの処理手順

に沿って学習が
できる３つの
ゾーン

② 見学者同士が
交錯しない一筆
書きのルート

③ 体験・体感型の
仕掛けを配置

④ 緑地のエリアを
見渡せる見学者
デッキを設置
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３ 環境影響評価（環境アセス）事後調査
（１）環境影響評価について
（２）環境影響評価事後調査 調査計画
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３（１）環境影響評価について
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■環境影響評価とは
一定規模以上の開発を行う場合、周辺の環境に及ぼす影響について、
事前に調査・予測・評価を行い、
環境保全の観点から望ましい事業計画を作る制度です。

実
施
計
画
書

予測評価書に基づき事後調査を行い、結果を縦覧する

公
告
・
縦
覧

審

査

調
査
・
予
測
・
評
価

予
測
評
価
書
案

公
告
・
縦
覧

審

査

予
測
評
価
書

公
告
・
縦
覧

事
後
調
査

公
告
・
縦
覧

着

工



令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

令和６
年度

令和７
年度

（４～11月）

令和７
年度

（12～3月）

令和８
年度

大気汚染 〇 〇 〇 〇

水質汚濁 〇

土壌汚染 〇 〇

騒音 〇 〇

振動 〇 〇 〇

地盤沈下・水象 〇 〇

廃棄物・発生土 〇 〇 〇 〇 〇

レクリエーション資源 〇

温室効果ガス 〇 〇 〇 〇 〇

安全 〇

悪臭 〇

植物・動物・生態系 〇

工事期間 供用開始後

調査項目

３（２）環境影響評価事後調査 調査計画
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令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

令和６
年度

令和７
年度

（４～11月）

令和７
年度

（12～3月）

令和８
年度

大気汚染 〇 〇 〇 〇

水質汚濁 〇

土壌汚染 〇 〇

騒音 〇 〇

振動 〇 〇 〇

地盤沈下・水象 〇 〇

廃棄物・発生土 〇 〇 〇 〇 〇

レクリエーション資源 〇

温室効果ガス 〇 〇 〇 〇 〇

安全 〇

悪臭 〇

植物・動物・生態系 〇

工事期間 供用開始後

調査項目

３（２）環境影響評価事後調査 調査計画

21



４ 事業スケジュール

22



4 事業スケジュール

23

2026
令和８

ご み 中 間 処 理 施 設
緑 地 の エ リ ア
供 用 開 始

要 求 水 準 書 作 成

2019
令和元

2020
令和２

　　　　　　　年　　度
　項　　目

2018
平成30

2025
令和７

2021
令和３

2022
令和４

2023
令和５

2024
令和６

施 設 基 本 設 計

環
境
影
響
評
価

都 市 計 画 決 定

用 地 取 得
（民有地・ 公有 地）

事 業 者 選 定 手 続

実施設計・ 建設 工事

予 測 評 価

事 後 調 査

令和元年10月４日 都市計画決定

令和７年12月１日 供用開始

契約 着工 完成

現在



5 全体工事計画
（１）工事関係者
（２）工事内容
（３）工事工程
（４）作業時間・休工日
（５）安全対策
（６）環境保全対策
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5（１）工事関係者
■発注者

厚木愛甲環境施設組合

■施工監理者
八千代エンジ二ヤリング株式会社

■施工者
荏原・熊谷・小島・大野共同企業体
（共同企業体代表者） 荏原環境プラント株式会社
（共同企業体構成員） 株式会社熊谷組 株式会社小島組 大野建設株式会社

現場代理人
（建築） 荒川慶昭（あらかわ よしあき） 連絡先 046-297-7702
（土木） 熊谷精太（くまがい きよた） 連絡先 046-297-7025
（プラント）三宅正和（みやけ まさかず） 連絡先 050-3416-3798
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5（２）工事内容
■仮設工事（仮囲い、仮設事務所設置等）

■土木工事
① 用水路付替工事 (令和４年３月完了)
② 造成工事 (令和５年９月完了)
③ 上水道工事 (令和４年８月完了)
④ 雨水管工事 (令和５年７月完了)
⑤ 汚水管工事 (令和５年７月から工事継続中)
⑥ 周辺道路工事 (令和５年４月から工事継続中)
⑦ 緑地のエリア整備工事 (令和６年６月から着手予定)

■建築工事
⑧ ごみ中間処理施設本体工事 （令和４年11月から工事継続中）
⑨ 煙突工事 （令和４年11月から工事継続中）

■プラント工事
⑩ごみ中間処理施設プラント工事 (令和６年1月から着手予定) 26



5（２）工事内容

■土木工事

① 用水路付替工事
（完了）

② 造成工事（完了）
（盛土工事、施設側擁壁工事）

③ 上水道工事
（完了）

④ 雨水管工事（完了）

⑤ 汚水管工事（施工中）
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5（２）工事内容

■土木工事 ■建築工事■プラント工事

⑦ 緑地のエリア
整備工事⑧ごみ中間処理施設

本体工事（施工中）

⑥ 周辺道路工事（施工中）
（外周拡幅整備工事、交差点改良工事）

⑩ごみ中間処理施設
プラント工事

⑨煙突工事（施工中）
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7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全体

調査、実施設計

仮設工事

土木工事

　用水路付替工事

　造成工事

　上水道工事

　雨水管工事

　汚水管工事

　周辺道路工事

　緑地のエリア整備工事

建築工事（施設本体）

煙突工事

　外筒工事

　内筒工事

プラント工事

　高効率発電施設工事

　粗大ごみ処理施設工事

試運転

供
用
開
始

　　　　　　　　　年　度
　 工　種

2021
令和３

2022
令和４

2023
令和５

2024
令和６

2025
令和７

▼土木工事着工 ▼建築工事着工 ▼プラント工事着工 供用開始▼

5（３）工事工程
■工 程

29
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5（４）作業時間・休工日

■作業時間
8:30～17:00

■休工日
毎週日曜日・ＧＷ休暇・夏季休暇・年末年始休暇

・緊急を要する場合、防災・保安上やむを得ない事情がある場合、
コンクリート打ち作業等の中断が難しい場合又は休日・夜間に
施工する必要がある場合はこの限りではありません。

・上記前後１時間程度、作業に伴う準備・片付けを行うことが
あります。
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5（５）安全対策
① 工事関係車両の運転手には、制限速度の遵守、一般車両の優先を教育・

指導し、安全運行に努めています。
② 建設地周囲に仮囲いを設置し、関係者以外の立入り防止対策を講じて

います。（詳細は33ページ）
③ 工事車両出入口には交通誘導員を配置し、歩行者・一般車両との接触事

故防止に努めています。必要に応じて、交差点等にも交通誘導員を配置
しています。

④ 車両検知システムを設置し、工事車両の
退場時はパトランプ及びブザーで歩行者・
一般車両に対し、注意を促しています。

⑤ 現場内で火気を使用する場合は、周囲に
燃え移るものがないか確認した上で、使
用箇所に消火器・消火バケツ等を設置し
火災の発生を防いでいます。

現場出入口
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建設地

5（５）安全対策

凡 例

: 土砂運搬ルート

: 資機材運搬ルート

: 交通誘導員（ガードマン）

交差点等、必要に応じて配置

環境センター
入口交差点

工事車両運行経路図

現場出入口
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5（５）安全対策
■仮囲い設置位置

仮囲い

◆ガードフェンス、フラット鋼板パネル等を用いて
仮囲いを設置しています。

（令和３年12月～令和７年9月）
■仮囲い設置状況

◆工事に関するお知らせを適宜仮囲いに掲示しています。
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5（６）環境保全対策

① 騒音・振動の自主基準値(右表)を設定し、
工事により発生する騒音・振動を管理
することにより、規制基準値を遵守して
います。

② 低騒音・低振動型の重機・機械の導入、
車両走行時の場内徐行、アイドリング
ストップにより騒音振動の抑制に努め
ています。

③ 施設本体工事の住宅地側仮囲いには、
防音シートを設置して、騒音を抑制
しています。
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5（６）環境保全対策

④ 降雨時に現場から泥水が流出しない
よう、仮設沈砂池を経由して場外の
排水施設に放流しています。

⑤ 現場内の粉塵が場外に飛散しないよう、
適宜、現場内散水を行っています。

⑥ 現場出入口付近に高圧洗浄機、タイヤ
泥落とし装置等を設置し、一般道路を
汚さないよう努めています。
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6 当面の工事予定
【土木工事】
（１）当面の工程
（２）①周辺道路工事（B-703号線）

②周辺道路工事・汚水管工事（B-704号線）
③周辺道路工事（B-1号線）
④緑地のエリア工事
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6（1） 【土木工事】当面の工程
■土木工事 工程

杭工事

山留工事

土工事

基礎躯体工事

９
０
ｔ

２０
０ｔ

３５
０ｔクレーン

(90t 2台 200t 1台
350t 1台)

掘削 埋め戻
し

年度
建築工事 工
種

鉄筋→型枠→コンク
リート

２０
２２令和
４

２０
２３令和
5

杭工事

杭頭処理

１０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

２０２３
令和５

２０２４
令和６

土木工事

年度

②汚水管工事

①B-703号線
道路工事

④緑地のエリア工事

歩道新設工事

歩道新設工事

緑地のエリア(遮水工・調整池工)工事

周
辺
道
路
工
事

②B-704号線
道路工事

③B-1号線
道路工事

B-704号線沿い敷地内

道路拡幅工事
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6（２）【土木工事】①周辺道路工事（B-703号線）

・事業地周囲の道路を整備する
工事です。

・現状の道路を取り壊して、
盛土をします。

・事業地側に幅2.5ｍの歩道を
整備し、車道は幅7.0ｍとなる
ように舗装工事を行います。

・工事期間中は通行止めとさせて
いただいております。

■周辺道路工事施工期間
B-703号線:令和５年8月～令和６年3月（予定）

現場出入口
環境センター
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6（２）【土木工事】②周辺道路工事・汚水管工事（B-704号線）

・事業地周辺の道路を整備する
工事です。

・既存の水路を撤去して
事業地側に幅2.5ｍの歩道を
新設します。

・工事期間中は通行止めと
させていただきます。

■周辺道路工事・汚水管工事施工期間
B-704号線:令和６年4月～令和６年７月（予定）

現場出入口

B-704号線
道路工事・汚水管工事

環境センター
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6（２）【土木工事】③周辺道路工事（B-1号線）

・事業地周辺の道路を整備する
工事です。

・事業地側に幅4.0～4.7ｍの歩道を
新設します。

・工事期間中は必要に応じて
片側交互通行とさせていただきま

す。

現場出入口

環境センター

B-1号線
道路工事

■周辺道路工事施工期間
B-1号線:令和６年８月～令和６年12月（予定）
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6（２）【土木工事】④緑地のエリア工事（調整池）
■緑地のエリア施工期間:令和６年６月～令和７年９月（予定）

調整池(イメージ)

緑地のエリア(イメージ)
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6（２）【土木工事】④緑地のエリア工事（遮水アスファルト）

・災害時に廃棄物を一時的に集積する
為の施設です。

・廃棄物に触れた水が、地下水へ
浸透しないよう遮水工を行います。

■緑地のエリア施工期間:令和６年６月～令和７年９月（予定）

排水管

覆土(土砂) 20cm

水密性アスコン 5cm
砕石 20cm

芝生
遮水工の構造（予定）

遮水アスファルト

遮水アスファルト

遮水アスファルトについて

砕石 10cm
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６ 当面の工事予定
【建築･プラント工事】

（３）当面の工程

（４）①鉄骨工事

②地上部躯体工事

③外装工事

④内装工事

⑤煙突工事

⑥プラント機器据付工事 43



６（３） 【建築･プラント工事】当面の工程
■建築･プラント工事 工程

杭工事

山留工事

土工事

基礎躯体工事

鉄骨工事

９
０
ｔ

２０
０ｔ

３５
０ｔクレーン

(90t 2台 200t 1台
350t 1台)

掘削 埋め戻
し

年度
建築工事 工
種

鉄筋→型枠→コンク
リート

２０
２２令和
４

２０
２３令和
5

杭頭処理

１０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

２０２３
令和５

２０２４
令和６

建築･プラント
工事

年度

クレーン
（25~70t 90t1台 120t1台
200t1台 350t1台 ）

鉄骨工事

地上部躯体工事

外装工事

内装工事

煙突工事

施
設
本
体
工
事

鉄骨建方

鉄筋→型枠→コンクリート

90t 1台解体

内装工事

外装工事

外筒工事（地上躯体工事）

内筒工事（プラント工事）

鉄骨建方 プラント搬入開口塞ぎ

タワークレーン 外装仕上げ工事

プラント
機器据付工事

350t･200t･120t･90t･25t～70t

各フロア機器据付

焼却炉据付
ボイラー組立

粗大ごみ破砕機据付

44



６（４） 【建築工事】①鉄骨工事

■鉄骨工事施工期間:令和５年９月～令和６年11月（予定）

鉄骨工事イメージ

・鋼鉄製の部材で柱、梁、筋交いなど建築物の骨組みを作る工事です。
・鉄骨はあらかじめ工場で運搬ができる大きさで製作されます。
・工事現場に運ばれてきた鉄骨はクレーンを用いて組み立て、ボルトや

溶接で接合します。
・工事期間中の大型車両台数は１日に最大で８台～10台です。

鉄骨工事 現場全体イメージ
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６（４） 【建築工事】②地上部躯体工事

・鉄骨の骨組完成後、１Ｆから順番にコンクリートで柱・壁・梁・
床をつくります。

・鉄筋組立後、型枠で囲いコンクリートを流し込んで１フロアーずつ
立ち上げていきます。

・１日のコンクリート打設量は約250㎥（ミキサー車50台）で計画
しています。

■地上部躯体工事施工期間:令和５年11月～令和６年５月（予定）

地上躯体工事 現場全体イメージ
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６（４） 【建築工事】③外装工事
■外装工事施工期間:令和６年４月～令和７年２月（予定）

・建物の外側の壁や屋根を仕上げる工事です。
・外壁は軽量気泡コンクリート（ALC）を使用し、鋼製建具を

取り付けたあと、塗装で仕上げます。
・屋根は下地組立後、金属製の材料で屋根を葺く部分と防水工事を

行う部分があります。

屋上防水

建具取付

ALC取付

外装塗装

外装工事イメージ

金属製屋根
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６（４） 【建築工事】④内装工事

・建物内の壁・天井・床を建材を使用して装飾します。
・機械設備の配管や電気設備の配線などは先行して工事を行います。

■内装工事施工期間:令和６年７月～令和７年２月（予定）

内装工事イメージ
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６（４） 【建築工事】⑤煙突工事

■煙突（外筒）工事施工期間:令和４年11月～令和6年９月(予定）
・ごみ焼却場の高さ80ｍの煙突部分の外筒は、主にタワークレーンを

用いて築造します。鉄筋組立、型枠建込み、コンクリート打設を行い、
約10日サイクルで高さ1.8ｍずつ立上がります。

・外筒が完成し足場解体後にゴンドラを使用して外壁を塗装します。

煙突工事 現場全体イメージ

煙突

塗装工事イメージ
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6（４）【プラント工事】⑥プラント機器据付工事

機器据付工事 イメージ
（焼却炉）

• 機器据付工事では、焼却炉をはじめ、廃熱ボイラ、粗大ごみ処理設備、
発電設備などの機器を所定の位置に据え付け、組み立てを行います。

• 最大で、25t程度の機器を350tクローラークレーンを使用して設置して
いきます。

■プラント機器据付工事 施工期間:令和６年1月～令和７年８月
（予定）

機器据付工事 イメージ
（高速回転破砕機）
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ご清聴ありがとうございました。

厚木愛甲環境施設組合

※ 工事中は交通規制等、皆さまにご不便をおかけしますが、細心の注意をもって
作業にあたりますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。


